
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（佐久地域） 

平成 29年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 北相木村グラジオラス栽培促進事業 

事業主体 

（連絡先） 

北相木村 

（北相木村 経済建設課 0267－77－2111） 

事業区分 （6）産業振興、雇用拡大に関する事業 イ農業の振興と農山村づくり 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費  620,164 円（うち支援金： 469,000 円） 

 

① 29年度栽培者数 10名 

② 29年度遊休農地 10ａ解消 

 

 

※自己評価【 B 】 

【理由】 

栽培者数は目標を下回ったが、遊

休農地の解消が図られ、今後も継

続して栽培が見込まれる為。 

【グラジオラス栽培圃場】 

】 

 

 【目標・ねらい】 

 

① 今年度栽培者数は 8 名で目標を若干下回ったが栽培

者の反応は良く、来年も継続して栽培する方向で進

んでいる。 

② 栽培面積約 40a中、遊休農地での栽培は約 29ａで目

標を大きく上回った。 

 村の花卉生産者を増やし、花卉での農業振興を図る

為、比較的栽培しやすい「グラジオラス」の栽培を促進

する。なお、村内の定年退職者や専業主婦を中心に栽培

者を確保するにあたり、栽培に必要となる農業機械を持

っていない方にも参加できるように、村で農業機械を整

備する。 

 

栽培説明会に参加した方で、今年度栽培しなかった方や、栽培している圃場を見た方からの問い

合わせもあり、栽培者からの反応も良いことから、今後も栽培説明会を開催し、又、花き振興協

議会との連携も深め栽培者の確保に努めたい。 


